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組
合
員
、
そ
し
て
家
族
の
皆

様
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
令
和
８
年
の
新
春

を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
迎
え
の

こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
中
は
Ｊ
Ａ
鹿
追
町
の
事

業
推
進
に
ご
理
解
ご
協
力
並
び

に
多
く
の
ご
利
用
を
賜
り
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
本
町
農
業
は
、
春
耕

期
の
天
候
不
順
に
よ
り
播
種
定

植
作
業
は
遅
れ
基
調
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
７
月
下
旬
ま
で

旱
魃
傾
向
で
推
移
し
、
７
月
中

旬
か
ら
は
猛
暑
が
続
く
時
期
が

あ
っ
た
こ
と
で
各
作
物
に
影
響

を
受
け
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

作
物
毎
の
平
均
反
収
で
は
小

麦
は
き
た
ほ
な
み
１
等
Ａ
ラ
ン

ク
歩
留
り
87
・
１
％
製
品
反
収

10
・
28
俵
、
ゆ
め
ち
か
ら
も
１

等
Ａ
ラ
ン
ク
歩
留
り
93
・
５
％

製
品
反
収
９
・
59
俵
、
共
に
10

年
で
４
番
目
の
高
成
績
と
な
り

ま
し
た
。
馬
鈴
し
ょ
の
規
格
内

反
収
は
食
用
で
50
・
８
俵
、
加

工
で
49
・
３
俵
、
豆
類
は
小
豆

で
３
・
５
俵
、
大
豆
で
４
・
８

俵
、
て
ん
菜
は
ha
当
り
58
・
９

ト
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
８
月

以
降
の
高
温
多
湿
に
よ
り
病
害

虫
の
発
生
が
散
見
さ
れ
、
糖
分

は
15
・
５
％
と
低
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
加
工
用
キ
ャ
ベ
ツ

も
７
月
の
猛
暑
、
旱
魃
の
時
期

に
結
球
し
た
も
の
が
内
部
障
害

を
起
こ
し
、
７
・
５
ha
程
が
廃

耕
と
な
り
、
収
穫
さ
れ
た
面
積

で
の
反
収
は
８
・
25
ト
ン
と
な

り
ま
し
た
。

　

酪
農
で
は
夏
の
旱
魃
に
よ
り

２
番
牧
草
、
特
に
チ
モ
シ
ー
が

品
質
、
量
と
も
に
低
下
、
飼
料

用
と
う
も
ろ
こ
し
も
９
月
20
日

の
強
い
雨
と
風
で
一
部
倒
伏
し

た
こ
と
で
、
収
穫
の
苦
労
も
あ

り
ま
し
た
が
総
体
的
に
は
良
質

な
粗
飼
料
が
確
保
で
き
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

生
乳
生
産
で
は
年
度
当
初
か

ら
本
町
を
含
め
全
道
的
に
生
産

は
順
調
で
あ
っ
た
一
方
需
要
は

伸
び
ず
、
生
乳
処
理
の
厳
し
い

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
の

暑
さ
で
飲
用
の
需
要
は
回
復
を

見
せ
10
月
以
降
生
乳
生
産
も
落

ち
着
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
本
町
農
業
生
産

額
は
畑
作
で
は
夏
の
猛
暑
、
旱

魃
の
影
響
で
総
体
的
に
収
量
が

下
が
っ
た
こ
と
で
昨
年
に
届
か

な
い
見
込
で
す
が
、
畜
産
で
は

乳
価
の
上
昇
、
肉
用
牛
は
頭
数

の
増
加
等
の
要
因
で
町
内
総
体

の
粗
生
産
額
は
過
去
最
高
と
な

る
見
込
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し

い
気
象
条
件
の
中
こ
の
よ
う
な

成
果
と
な
り
ま
し
た
の
も
組
合

員
の
皆
さ
ん
の
生
産
努
力
と
関

係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
物
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
方
世
界
情
勢
は
不
安
定
な

状
態
が
続
き
円
安
も
長
期
化
し

て
い
ま
す
。
飼
料
、
肥
料
、
農

薬
等
営
農
資
材
を
中
心
に
経
営

コ
ス
ト
は
高
止
ま
り
し
、
所
得

確
保
が
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す

が
自
己
努
力
に
も
限
界
が
あ
り

ま
す
。
一
昨
年
、
食
料
安
全
保

障
の
強
化
を
唱
え
、
食
料
農
業

農
村
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
北

海
道
は
主
要
穀
物
や
生
乳
等
の

主
産
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
又
、
高
市
新
総

理
は
食
料
自
給
率
１
０
０
％
を

目
指
す
と
発
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
全
国
で
は
こ
の
５
年
で

23
％
の
農
家
戸
数
減
少
が
報
道

さ
れ
、
厳
し
い
農
業
情
勢
の
表

れ
と
な
っ
て
い
る
中
で
は
従
来

の
予
算
総
額
を
前
提
と
せ
ず
、

生
産
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た

予
算
措
置
と
支
援
対
策
を
要
請

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
Ｊ

Ａ
事
業
で
は
収
量
性
の
高
い
畑

づ
く
り
の
為
の
有
機
質
投
入
と

排
水
対
策
、
種
子
馬
鈴
し
ょ
の

抜
き
取
り
作
業
軽
減
に
向
け
た

Ａ
Ｉ
技
術
の
取
り
組
み
、
加
工

業
務
用
キ
ャ
ベ
ツ
の
安
定
供
給

と
販
売
強
化
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
症

予
防
及
び
高
泌
乳
対
策
事
業
の

実
施
、
コ
ン
ト
ラ
作
業
料
金
の

改
定
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
コ

ス
ト
削
減
に
向
け
た
提
案
、
経

営
移
譲
大
型
投
資
へ
の
経
営
コ

ン
サ
ル
、
新
組
合
員
・
法
人
化

対
応
相
談
、
労
働
力
対
策
支
援
、

農
業
後
継
者
・
女
性
農
業
者
の

Ｊ
Ａ
経
営
参
画
の
促
進
等
推
進

し
て
参
り
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
か
ら
３
年
経
過
し
た
Ａ
コ

ー
プ
、
施
設
整
備
し
た
整
備
工

場
、そ
し
て
貯
金
・
共
済
事
業
は

街
の
大
切
な
イ
ン
フ
ラ
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
も
求
め
ら
れ
、

信
頼
さ
れ
続
け
る
Ｊ
Ａ
事
業
で

あ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

改
め
て
ご
理
解
に
感
謝
申
し
上

げ
ご
利
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
は
第
11
次
農
業
振
興
計

画
５
年
目
、
最
終
年
を
迎
え
ま

す
。
不
安
定
な
世
界
情
勢
、
長

期
化
す
る
円
安
や
温
暖
化
に
よ

る
気
象
災
害
等
農
業
経
営
は
厳

し
さ
の
中
に
あ
り
ま
す
。
畑
作
、

酪
農
、
畜
産
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

状
や
新
時
代
農
業
に
即
し
た
Ｊ

Ａ
事
業
の
実
践
に
向
け
、
新
年

度
事
業
計
画
の
樹
立
と
計
画
達

成
を
目
指
し
、
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
事
業
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
と

Ｊ
Ａ
事
業
へ
の
結
集
、
並
び
に

関
係
機
関
の
尚
一
層
の
ご
指
導

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
本
年
が
天

候
に
恵
ま
れ
災
害
、
事
故
な
く

豊
穣
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と
と

組
合
員
、
役
職
員
ご
家
族
皆
様

に
と
り
ま
し
て
今
年
一
年
が
最

良
の
年
と
な
り
ま
す
様
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

「
畑
」「
酪
」「
畜
」
の

�

更
な
る
躍
進
に
向
け
て

年 頭 の 挨 拶

代表理事組合長

木幡　浩喜

牡羊座　3/21～4/19
【全体運】緊張感を持って事に当たれば道が開けます。一つ一つ丁寧に前へ進めていきましょう。下旬に変化の兆しあり
【健康運】疲れを感じたら無理をしないこと。休めば回復
【幸運を呼ぶ食べ物】セリ
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追
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人
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美

 

常

勤

監
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河
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一
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志

�

他
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員
一
同

Ｊ
Ａ
鹿
追
町

酪
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事
業
推
進
部
会

 

部

会

長 

武　
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弘

 

副

部

会

長 

松　

浦　

寿　

嗣

農
産
事
業
推
進
部
会

 

部

会

長 

石　

澤　

真　

吾

 

副

部

会

長 

上　

嶋　
　
　

茂

畜
産
事
業
推
進
部
会

 

部

会

長 

北　
　
　

真　

一

 

副

部

会

長 

伊　

藤　
　
　

俊

作
業
受
委
託
事
業
推
進
部
会

 

部

会

長 

中　

村　

大　

地

 

副

部

会

長 

正　

保　

拓　

也

十
勝
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
十
勝
西
部
支
所

 

支

所

長 

角　

川　

貴　

俊

 
 

他
職
員
一
同

ホ
ク
レ
ン
清
水
製
糖
工
場
西
部
原
料
所

 

所

長 

今　

野　

隆　

也

 
 

他
職
員
一
同

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
青
年
部

 

部

長 

國　

島　

大　

喜

 
副

部

長 

加　

藤　
　
　

晟

 
〃

 

奥　

秋　

朋　

成

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
女
性
部

 

部

長 

笠　

間　

光　

枝

 

副

部

長 
遠　

藤　

ゆ
み
子

 

〃

 
蓑　

口　

美　

香

 

監

事 

佐　

藤　

由
紀
子

鹿
追
町
熟
年
会

 

会

長 

三
田
村　
　
　

忠
 

副

会

長 

國　

枝　

和　

一

 

〃

 

勇　
　
　
　
　

稔

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
年
金
友
の
会

 

会

長 

藤　

井　

國　

雄

 

副

会

長 

勇　
　
　
　
　

稔

 

〃

 

沼　

倉　

信　

温

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
役
員
Ｏ
Ｂ
会

 

会

長 

加　

藤　

慶　

昭

 
 

他
役
員
・
会
員
一
同

鹿
追
町
農
業
振
興
協
議
会

 

会

長 

金　

須　

秀　

昭

 

副

会

長 

加　

藤　

幹　

雄

 

事

務

局

長 

勇　
　
　

慎　

一

鹿
追
町
種
馬
鈴
薯
採
種
組
合

 

組

合

長 

三
田
村　

和　

弘

 

副

組

合

長 

坂　

本　

法　

之

鹿
追
町
豆
類
種
子
生
産
組
合

 

組

合

長 

上　

嶋　
　
　

茂

 

副

組

合

長 

上　

重　

翔　

吾

 

〃

 

大
久
保　

慎　

也

し
か
り
べ
つ
高
原
野
菜
出
荷
組
合

 

組

合

長 

三
田
村　

和　

弘

 

副

組

合

長 

笠　

間　

哲　

秀

 

〃

 

勇　
　
　

慎　

一

鹿
追
町
酪
農
振
興
会

 

会

長 

武　

者　

秀　

之

 

副

会

長 

武　

者　

康　

弘

 

〃

 

松　

浦　

寿　

嗣

鹿
追
町
養
豚
組
合

 

組

合

長 

伊　

藤　
　
　

俊

鹿
追
町
肉
牛
生
産
研
究
会

 

会

長 

矢　

萩　

和　

幸

㈲
鹿
追
町
デ
ー
リ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
カ
ン
パ
ニ
ィ

 

代
表
取
締
役 

濱　

口　

敏　

成

 

専
務
取
締
役 

佐　

藤　

彰　

一

農
事
組
合
長

 
上
然
別
農
事
組
合
長 

上　

重　

翔　

吾

 
美　

蔓　
　

〃

 

笠　

間　

哲　

秀

 
下
鹿
追　
　

〃

 

太　

田　

広　

光

 

中
鹿
追　
　

〃

 

田　

中　

辰　

徳

 

笹　

川　
　

〃
 

佐　

藤　

彰　

一

 

北
鹿
追　
　

〃
 

植　

田　

憲　

明

 

上
幌
内　
　

〃

 
加　

納　
　
　

雄

 

幌　

内　
　

〃

 
葭　

本　

正　

範

新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

 

南
瓜
幕　
　

〃

 

山　

中　

康　

司

 

北
瓜
幕　
　

〃

 

津　

田　

宏　

巳

 

中
瓜
幕　
　

〃

 

堀　

籠　
　
　

崇

 

東
瓜
幕　
　

〃

 

緑　

川　

浩　

全

　

ご
夫
婦
で
め
で
た
く
還
暦
を
迎
え

ら
れ
る
上
嶋
さ
ん
ご
夫
婦
に
新
年
の

抱
負
を
伺
い
ま
し
た
。

尚
さ
ん

　

平
和
で
、
豊
作
の
年
と
な
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

京
子
さ
ん

　

家
族
並
び
に
地
域
の
皆
様
が
健
康

で
怪
我
の
な
い
一
年
を
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。

ご
夫
婦
で
還
暦
を
迎
え
ら
れ
る

上
嶋
　
　
尚
さ
ん

京
子
さ
ん

牡牛座　4/20～5/20
【全体運】力になってくれる人は身近に。相談すれば役立つ話を聞けそうです。旅行、外出はいつもより遠出を。海外も◎
【健康運】スポーツを楽しめる好調運。下旬は慎重に
【幸運を呼ぶ食べ物】ナバナ
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昭和17年生　84歳

城　　　勲さん

（北瓜幕）

緑川　洋子さん

（東瓜幕）

昭和29年生　72歳

飯田　　勉さん

（笹　川）

森内 美喜子さん

（下鹿追）

平成２年生　36歳

郡谷　　望さん

（上幌内）

澤野　恵美さん

（東瓜幕）

昭和41年生　60歳

新田　直幸さん

（南瓜幕）

橋爪 留美子さん

（北瓜幕）

平成14年生　24歳

堀籠　翔太さん

（中瓜幕）

国島　希美さん

（幌　内）

昭和53年生　48歳

笠間　哲秀さん

（美　蔓）

匂坂　素子さん

（職　員）

平成26年生　12歳

松本　好誠さん

（中鹿追）

下山　ゆのさん

（美　蔓）

双子座　5/21～6/21
【全体運】気になっていることがあっても様子を見て。時間があなたの味方をしてくれます。情報をよく集めましょう
【健康運】気になるところは早めにケアを。健診もお勧め
【幸運を呼ぶ食べ物】レモン

新
春
特
集

めでたくめでたく年男年男・・年女年女
になられた皆さんになられた皆さん

2026
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年頭にあたって

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
青
年
部

�
部
長

　

國
島
　
大
喜

女
性
部
活
動

女
性
部
活
動
でで
繋繋
が
る
が
る
心
、
心
、

未
来
未
来
へ
つ
な
ぐ

へ
つ
な
ぐ
一
年
一
年
へへ

��

広広
が
る
が
る
笑
顔
笑
顔
をを

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
女
性
部

�

部
長
　

笠
間
　
光
枝

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
断
続
的
な

降
雨
に
よ
り
春
作
業
が
遅
れ
、
夏
に
は
猛

暑
と
干
ば
つ
が
続
き
、
作
物
の
生
育
に
大

き
な
影
響
を
受
け
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

連
日
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
皆
様
も
「
熱

中
症
対
策
」
を
意
識
し
な
が
ら
作
業
に
取

り
組
ま
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
熊
に
よ
る
被
害
が
連
日
報
道
さ

れ
た
ほ
か
、「
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地

震
注
意
情
報
」
が
発
信
さ
れ
る
等
、
不
安

を
感
じ
る
出
来
事
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
家
族
と
災
害
時
の
対

応
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
備
え
て
お
く
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

女
性
部
活
動
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年

も
多
く
の
方
に
ご
参
加
頂
き
、
活
発
な
活

動
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
部
員
の

皆
さ
ん
、
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
改
め

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

旧
年
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
２
月
に
十

勝
地
方
で
記
録
的
と
な
る
大
雪
、
７
月
に

は
帯
広
市
で
38
℃
を
超
え
る
猛
暑
な
ど
も

あ
り
、
一
年
を
通
し
て
人
や
社
会
、
そ
し

て
農
作
物
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
天

候
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
米
の
価
格
高

騰
を
受
け
、
農
林
水
産
省
が
政
府
備
蓄
米

を
放
出
す
る
な
ど
米
の
適
正
価
格
に
つ
い

て
生
産
者
、
消
費
者
共
に
大
き
な
問
題
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
食
が
与
え
る
社
会

へ
の
影
響
を
実
感
す
る
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
中
で
、
７
月
の
参
院
選
で

前
Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
代
表
理
事
の
東
野
秀

樹
氏
が
比
例
代
表
で
当
選
を
果
た
し
た
こ

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

と
は
同
じ
北
海
道
の
農
業
者
と
し
て
非
常

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
北
海

道
農
業
の
更
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
大
き

な
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

　

青
年
部
活
動
で
は
、
新
入
部
員
歓
迎
会

を
は
じ
め
、
様
々
な
交
流
会
を
積
極
的
に

行
い
部
員
同
士
や
各
種
関
係
団
体
と
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
今
後
の
青
年
部
活
動

や
地
域
活
動
の
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
例
年
実
施

し
て
お
り
ま
す
鹿
追
小
学
校
で
の
食
育
活

動
に
お
い
て
は
、
㈱
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
藤
田
牧
場
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

乳
牛
に
関
す
る
学
習
の
他
、
施
設
見
学
や

乳
し
ぼ
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
聞
く
だ

け
で
は
な
く
実
際
に
農
業
に
触
れ
て
み
る

こ
と
で
、
農
業
の
や
り
が
い
や
苦
労
を
通

じ
て
、
食
へ
の
あ
り
が
た
み
を
伝
え
る
大

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
２
年
に
１
度
の
道
外
研
修
旅

行
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
広
島
を
中
心

と
し
た
２
泊
３
日
の
研
修
で
は
、
宮
島
・

厳
島
神
社
の
参
拝
や
登
山
に
挑
戦
し
、
千

二
百
年
以
上
燃
え
続
け
て
い
る
「
消
え
ず

の
火
」
を
参
拝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和

へ
の
願
い
を
込
め
、
女
性
部
一
同
で
千
羽

鶴
を
奉
納
し
ま
し
た
。

　

旅
行
先
な
ら
で
は
の
学
び
や
貴
重
な
体

験
、
そ
し
て
部
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。

　

更
に
、
昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ

北
海
道
女
性
大
会
・
北
海
道
家
の
光
大
会

で
は
、
農
業
ガ
ー
ル
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

と
の
コ
ラ
ボ
企
画
と
し
て
、
地
元
特
産
品

を
活
用
し
た
レ
シ
ピ
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
十
勝
か
ら
は
「
十
勝
愛
情
包
み
♡
」

と
名
付
け
た
、
鹿
追
産
キ
ャ
ベ
ツ
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
餃
子
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
、
惜
し
く
も
優
勝
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
十
勝
産
食
材
の
魅
力
を
広
く
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
を
大
切

に
し
、
自
分
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
、
楽

し
く
笑
顔
溢
れ
る
女
性
部
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
よ
り
女

性
部
活
動
に
ご
協
力
頂
い
て
い
る
各
関
係

機
関
の
皆
様
に
は
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
し
、
ご
家
族

に
と
っ
て
健
康
で
実
り
多
い
年
に
な
り
ま

す
様
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

変
意
義
の
あ
る
活
動
に
な
り
ま
し
た
。
ふ

る
さ
と
産
業
ま
つ
り
で
は
鹿
追
産
の
馬
鈴

し
ょ
を
使
用
し
た
揚
げ
た
て
ポ
テ
ト
チ
ッ

プ
ス
を
販
売
し
ま
し
た
。
自
分
達
が
生
産

し
た
も
の
を
直
接
販
売
し
消
費
者
の
方
々

と
交
流
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
消
費
者
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け

る
様
に
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
月
に
計
画
し
て
い
る
管
外
研
修
で
は
、

農
機
具
メ
ー
カ
ー
と
食
品
製
造
工
場
の
視

察
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く
の
部

員
の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
頃
よ
り
青

年
部
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
い
て

い
る
ご
家
族
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
感

謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
平
穏
で
実
り

多
い
１
年
に
な
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

蟹座　6/22～7/22
【全体運】ドキッとすることのある吉凶混合運。プラス面に目を向けて。ポジティブ思考がツキを引き寄せます。古物が吉
【健康運】けがに気を付けて。動く前に準備運動を
【幸運を呼ぶ食べ物】シュンギク
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鹿
追
町
熟
年
会

�
会
長

　

三
田
村
　
忠

会
員
会
員
のの
力力
をを
合合
わ
せ
、

わ
せ
、
更更
な
る
な
る
鹿
追
町
農
業

鹿
追
町
農
業
のの
Ｐ
Ｒ
Ｐ
Ｒ
をを

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
会
員
の
皆
様
が
ご
健
勝
で
新
し
い

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
事
を
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
鹿
追
町
農
業
は
、
春
先
の
降
雨

に
よ
り
作
付
作
業
が
例
年
よ
り
一
週
間
か

ら
10
日
程
遅
れ
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま

し
た
が
、
平
年
以
上
の
気
温
と
旱
魃
が
続

い
た
事
で
小
麦
は
過
去
最
も
早
い
７
月
上

旬
か
ら
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
も
35
℃
以
上
と
い
う
農
作
業
を
行

う
事
も
危
険
と
思
わ
れ
る
猛
暑
日
が
続
い

た
事
で
高
温
障
害
が
起
き
、
作
物
に
多
大

な
影
響
が
出
る
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
下
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
生
産
者
は
も
ち
ろ
ん
関

係
機
関
等
の
日
々
の
努
力
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
熟
年
会
事
業
は
、
７
月

の
青
森
・
秋
田
へ
の
道
外
視
察
研
修
や
11

月
の
道
内
視
察
研
修
、
ま
た
年
３
回
の
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
例
会
等
、
計
画
通
り
取
り
進

め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
会
員
・
関
係
機

関
の
皆
様
に
は
、
順
調
に
事
業
を
進
め
る

事
が
出
来
ま
し
た
事
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
一
人
で
も
多
く
新
規

会
員
を
増
や
す
事
を
目
標
に
チ
ラ
シ
を
作

り
熟
年
会
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ

の
結
果
、
新
た
に
３
名
の
加
入
に
繋
げ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
新
規
加
入

に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
を
続
け
る
と
共
に
、
加
入

し
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
頂
け
る
様
に
、

今
後
も
魅
力
あ
る
熟
年
会
活
動
と
な
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

熟
年
会
の
一
大
事
業
で
あ
る
「
ふ
る
さ

と
農
園
じ
ゃ
が
い
も
」
で
す
が
、
冒
頭
で

述
べ
た
よ
う
に
高
温
障
害
も
あ
り
小
玉
傾

向
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
生
産
者
の
徹
底

し
た
栽
培
管
理
も
あ
り
、
良
品
質
な
じ
ゃ

が
い
も
を
発
送
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

発
送
数
量
も
昨
年
よ
り
増
加
し
、
来
年
度

も
更
に
沢
山
の
方
に
ご
利
用
し
て
頂
け
る

よ
う
計
画
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
鹿
追
町
農
業
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継

続
し
、
熟
年
会
の
目
的
で
あ
る
鹿
追
町
農

業
の
発
展
に
貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
ご
健
康
で

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
御
記
念
申
し

上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

鹿追町熟年会研修会を開催鹿追町熟年会研修会を開催
　

12
月
10
日
か
ら
１
泊
２
日
の

日
程
で
然
別
湖
畔
温
泉
・
風
水

で
会
員
14
名
が
参
加
し
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
始
め
に
、
令
和

７
年
度
事
業
に
つ
い
て
の
経
過

報
告
及
び
反
省
と
令
和
８
年
度

事
業
計
画
の
立
案
に
向
け
た
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
議
終
了
後
は
、
喜
井
町
長

を
招
き
、「
鹿
追
町
の
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
し
町
政
に
つ
い
て

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　

教
育
で
は
、
町
外
か
ら
の
志

願
者
が
増
え
て
い
る
鹿
追
高
校

に
対
し
て
、
令
和
６
年
に
シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
、
令
和
７

年
に
は
新
た
な
寮
を

設
置
、
ま
た
町
民
ホ

ー
ル
の
一
角
に
オ
ン

ラ
イ
ン
公
設
塾
参
加

者
専
用
の
ス
ペ
ー
ス

を
作
る
等
の
サ
ポ
ー

ト
が
さ
れ
て
お
り
、

鹿
追
町
で
学
べ
る
環

境
を
提
供
し
続
け
た

い
と
い
う
強
い
想
い

が
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
か
ら
取

り
組
み
始
め
た
チ
ョ

ウ
ザ
メ
の
養
殖
で
は
、
様
々
な

条
件
を
整
え
な
け
れ
ば
卵
を
持

た
な
い
事
が
分
か
り
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
た
結
果
、
令
和
４
年

か
ら
年
間
１
～
２
尾
の
魚
か
ら

卵
を
採
取
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

キ
ャ
ビ
ア
採
取
の
映
像
も
見
せ

て
頂
き
、
そ
の
様
子
に
皆
さ
ん

興
味
津
々
な
様
子
で
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
農
業
後
継

者
対
策
や
鹿
追
高
校
の
町
内
か

ら
の
志
願
者
を
増
や
す
事
へ
の

対
策
等
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ

れ
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。

獅子座　7/23～8/22
【全体運】周囲の世話を焼くのは◎。ただ見返りを求めるとギクシャクしだします。善意でできる範囲にとどめましょう
【健康運】適度な運動が体調維持の鍵。ストレッチが吉
【幸運を呼ぶ食べ物】セロリ
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第２回農事組合長会議 農作業事故対策　　
　　について学ぶ

　

12
月
12
日
に
第
２
回
農
事
組

合
長
会
議
を
開
催
し
、
会
議
終

了
後
、
十
勝
総
合
振
興
局
産
業

振
興
部
農
務
課
大
村
周
平
主
任

を
講
師
に
、
農
作
業
事
故
対
策

に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
は
十
勝
管
内
で

４
８
２
件
も
の
農
作
業
事
故
が

起
き
て
お
り
、
鹿
追
町
内
で
も

50
件
と
４
戸
に
１
戸
の
ペ
ー
ス

で
毎
年
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

農
業
で
は
従
業
員
だ
け
で
は

な
く
経
営
者
も
現
場
で
働
く
為
、

農
作
業
事
故
が
起
き
れ
ば
、
経

営
と
生
活
の
両
方
に
大
打
撃
と

な
り
ま
す
。

　

経
営
と
生
活
に
直
結
す
る
農
作

業
事
故
を
起
こ
さ
な
い
為
に
「
気

を
つ
け
る
」
こ
と
は
重
要
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
考
え
事
を
し
て
い
た
・

用
事
が
あ
る
の
で
い
つ
も
よ
り
急

い
で
い
た
等
の
ほ
ん
の
少
し
の
気

の
緩
み
が
重
大
な
農
作
業
事
故
に

繋
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
作
業
事
故
の
発
生
率

に
つ
い
て
、
40
歳
未
満
の
若
年
層

に
よ
る
負
傷
事
故
の
発
生
率
が
高

く
、
経
験
年
数
が
浅
い
若
年
層
は

気
を
つ
け
て
い
て
も
、
危
険
な
作

業
だ
と
の
認
識
が
低
い
為
に
事
故

が
多
く
起
き
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

農
作
業
事
故
を
防
ぐ
に
は
「
気

を
つ
け
る
」
だ
け
で
は
な
く
、
事

故
を
起
こ
さ
な
い
為
の
行
動
を
起

こ
す
こ
と
も
重
要
で
す
。
も
し
事

故
が
起
き
て
し
ま
っ
た
ら
再
発
防

止
策
を
考
え
、
更
に
普
段
か
ら
安

全
に
仕
事
を
出
来
る
工
夫
を
す
る

未
然
防
止
策
を
一
人
で
は
な
く
家

族
ま
た
は
従
業
員
と
一
緒
に
考
え

て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

最
後
に
、
安
全
対
策
を
行
う
こ

と
は
攻
め
の
農
業
と
い
う
意
識
で

前
向
き
に
取
り
組
み
を
行
っ
て
ほ

し
い
と
説
明
が
あ
り
、
研
修
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

乙女座　8/23～9/22
【全体運】勢いのある好調運。実力をアピールすれば念願がかないます。すぐには諦めず強気で。華やかな場所にツキあり
【健康運】良好です。体を動かしてパワーアップ！
【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ

第２回女性の会を実施第２回女性の会を実施��
　

12
月
19
日
、
今
年
度
第
２
回
目
の
女
性

の
会
を
参
加
者
10
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

女
性
の
会
は
女
性
農
業
者
の
意
見
を
Ｊ

Ａ
事
業
に
取
り
入
れ
る
事
を
目
的
に
、
毎

年
各
農
事
組
合
よ
り
参
加
者
を
選
出
頂
き

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
令
和
９
年
度
か
ら
始
ま
る
第

12
次
農
業
振
興
計
画
策
定
に
向
け
た
意
見

交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

始
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
今
後
の

組
合
員
戸
数
や
作
付
面
積
の
動
向
の
見
込

み
及
び
第
12
次
農
業
振
興
計
画
の
骨
子
案
、

令
和
６
年
度
の
農
業
所
得
の
推
移
や
各
種

施
設
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
て
ん
菜
に
つ
い
て
、

国
と
し
て
ど
の
よ
う
な
政
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
？
」
や
「
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た

防
除
の
作
業
効
率
は
ど
の
く
ら
い
か
？
」

等
、
農
業
政
策
や
技
術
に
つ
い
て
質
問
が

出
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
の
『
Ｊ
Ａ
離
れ
』
に
つ
い

て
「
Ｊ
Ａ
の
存
在
意
義
を
理
解
し
て
も
ら

う
場
が
も
っ
と
必
要
で
は
な
い
か
」
と
の

ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
女
性
の
方
に
と
っ
て
一
番
身
近

な
Ａ
コ
ー
プ
事
業
に
つ
い
て
は
、「
珍
し

い
食
材
が
売
ら
れ
て
い
て
も
、
食
べ
方
が

分
か
ら
な
い
か
ら
手
に
取
り
に
く
い
」「
レ

シ
ピ
が
置
い
て
あ
る
が
、
文
字
が
小
さ
く

て
見
え
に
く
い
」
等
、
多
く
の
ご
意
見
・

ご
要
望
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ａ
コ
ー
プ
か
ら
は
現
在
町
内
に

新
聞
折
込
み
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
止
め
、

今
後
は
Ｊ
Ａ
で
作
成
す
る
ア
プ
リ
で
情
報

発
信
し
て
行
く
こ
と
を
説
明
し
、
ア
プ
リ

を
利
用
さ
れ
な
い
お
客
様
に
対
し
て
は
、

店
舗
内
の
サ
ッ
カ
ー
台
に
チ
ラ
シ
を
置
く

こ
と
で
対
応
す
る
こ
と
を
説
明
し
、
利
用

拡
大
に
向
け
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
年
代
で
利
用
者
に
差
が

出
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
利
用
頂
く

た
め
に
ア
プ
リ
の
説
明
会
や
簡
単
に
イ
ン

ス
ト
ー
ル
で
き
る
操
作
説
明
が
必
要
で
は

と
の
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
女
性
の
幅
広
い
視
点
か
ら
の

活
発
な
ご
提
言
を
頂
く
事
が
出
来
、
と
て

も
充
実
し
た
会
に
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
後
も
女
性
の
会
を
通
し
て
協
同
組
合

の
理
解
を
深
め
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
つ
い
て
様
々

な
角
度
か
ら
ご
提
言
を
頂
き
、
事
業
の
取

り
組
み
に
反
映
さ
せ
て
参
り
ま
す
。

多くのご提言を頂きました
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ＪＡへの就職希望者１００%就職内定
（令和７年度実績）

令和８年度入学生第３回募集
●定員４０名 ●男女共学 ●１カ年●寮完備（個室）/通学も可

●受験資格：満２７歳未満（令和７年４月１日現在）/大学卒及び見込、短大・専門学校卒及び見込、

高校卒及び見込

●試験日：令和８年２月１５日（日）●願書受付：令和８年１月６日（火）～１月２３日（金）消印有効

●オープンキャンパス随時開催中求     

ＪＡグループ職員養成校

一般財団法人

北海道農業協同組合学校

〒0690834 江別市文京台東町 43－1

☎0120－918－417  【ＪＡカレッジ】で検索     

天秤座　9/23～10/23
【全体運】壁を越えるチャンスです。難しいと感じていることにこそ熱心に取り組んで。良い解決策が見つかります
【健康運】ペース配分が大切。下旬は運動量を増やして◎
【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜

代表者変更のお知らせ代表者変更のお知らせ

新代表取締役　田中　啓太さん

代表者に就任しての抱負

　先人への尊敬の念を忘れず、沢山の

苦労の上に築き上げてきて頂いたもの

を維持、発展させ、未来に繋いでいけ

るよう向上心を持ち続けチャレンジし

ていきます。地域の皆様、各関係機関

の皆様よろしくお願い致します。

㈲ 佐 藤 牧 場

中瓜幕
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蠍座　10/24～11/22
【全体運】コミュニケーションが活発化。たくさんの人と会うほど幸運に恵まれます。調べものや勉強にも良いときです
【健康運】大きく深呼吸。腹式呼吸で酸素不足を解消して
【幸運を呼ぶ食べ物】ユリ根
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㈲桜井牧場

代表取締役　櫻井 健一郎さん

農農
へ
の
へ
の

�
想想
いい

日々の営農の先にある、日々の営農の先にある、
消費者への感謝消費者への感謝

　

今
回
は
中
鹿
追
地
区
で
酪
農

経
営
（
経
産
牛
４
２
９
頭
、
未

経
産
牛
４
０
５
頭
）
を
さ
れ
て

い
る
㈲
桜
井
牧
場
代
表
の
櫻
井

健
一
郎
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

◯
農
業
を
行
う
上
で
心
掛
け
て

い
る
事
は
何
で
す
か
？

　

自
分
自
身
が
健
康
で
な
け
れ

ば
仕
事
を
続
け
て
い
く
事
は
出

来
な
い
為
、
健
康
第
一
を
常
に

心
掛
け
、
日
々
の
作
業
に
お
い

て
も
怪
我
や
事
故
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
十
分
注
意
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
牛
の
体
調
等
の
些
細
な

変
化
に
も
す
ぐ
気
付
け
る
よ
う
、

日
頃
か
ら
し
っ
か
り
と
観
察
す

る
事
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

○
農
業
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

一
年
を
通
し
て
繁
忙
期
な
ど

大
変
な
時
期
も
あ
り
ま
す
が
、

家
族
と
協
力
し
て
無
事
に
乗
り

越
え
た
際
に
は
、
大
き
な
達
成

感
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
自
分

の
考
え
や
思
い
に
基
づ
い
て
新

た
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
成

果
が
上
が
っ
た
時
に
は
、
仕
事

に
対
す
る
や
り
が
い
を
強
く
実

感
し
ま
す
。

○
今
後
の
展
望
や
課
題
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
農
業
情
勢
や

気
候
が
ど
の
様
に
変
化
す
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
ど
ん
な
状

況
で
も
安
定
し
た
経
営
が
出
来

る
よ
う
基
盤
を
更
に
強
く
築
き

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◯
次
代
を
担
う
農
業
青
年
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
達
農
業
者
は
色
々
な
方
々

に
支
え
て
頂
き
な
が
ら
日
々
営

農
が
出
来
て
い
ま
す
。
い
つ
ま

で
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

共
に
鹿
追
町
農
業
を
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
�

◯
消
費
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

消
費
者
の
皆
様
の
お
か
げ
で

私
達
も
営
農
が
続
け
ら
れ
ま
す
。

今
後
も
安
全
・
安
心
な
牛
乳
を

お
届
け
し
ま
す
の
で
、
是
非
沢

山
手
に
取
っ
て
頂
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
�

射手座　11/23～12/21
【全体運】高め安定運。心配事が解消へと向かいます。おいしいものを食べて活力アップ！季節限定のメニューを楽しんで
【健康運】喉をよくいたわって。カリンや蜂蜜が味方に
【幸運を呼ぶ食べ物】伊予カン

トラクターの整備も怠る事なく行い、安全な作業に努めています
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　このコーナーでは、経営移譲後 (又は離農後 )の農

業者にスポットを当て、今どの様な趣味や活動に取り

組み、どの様な人生を過ごされているかを紹介するコ

ーナーです。
南瓜幕　浅野　玲子さん

　

今
回
は
平
成
22
年
に
農
家
経

営
を
移
譲
し
、
現
在
は
喜
楽
会

や
年
金
友
の
会
に
参
加
さ
れ
て

い
る
南
瓜
幕
地
区
の
浅
野
玲
子

さ
ん
（
73
歳
）
に
お
話
を
伺
い
、

趣
味
や
健
康
の
秘
訣
、
今
後
の

過
ご
し
方
等
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
し
た
。

◯
普
段
ど
の
様
な
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

　

喜
楽
会
や
年
金
友
の
会
の
行

事
に
参
加
し
た
り
、
シ
ー
ズ
ン

に
入
る
と
畑
に
出
て
作
業
を
手

伝
っ
た
り
し
な
が
ら
、
程
よ
い

忙
し
さ
の
中
で
、
穏
や
か
日
々

を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

穏穏やかなやかな日々日々をを大切大切にに

悠悠々々
LIFELIFE

見
や
感
動
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

○
健
康
の
秘
訣
は
何
で
す
か
？

　

特
別
な
事
を
行
っ
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
強
い
て

言
え
ば
、
日
頃
か
ら
腹
八
分
目

を
意
識
し
な
が
ら
食
事
を
摂
っ

て
い
ま
す
。

◯
今
後
ど
の
様
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
か
？

　

現
状
を
変
え
る
事
な
く
、
日
々

の
生
活
の
中
に
小
さ
な
楽
し
み

や
喜
び
を
見
つ
け
な
が
ら
、
一

日
一
日
を
大
切
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

山羊座　12/22～1/19
【全体運】とてもパワフルな主役運。周囲への影響を意識して動きましょう。大きな成果を得られます。出会いを大切に
【健康運】ヘッドマッサージで血行を促進。髪のケアも◎
【幸運を呼ぶ食べ物】芽キャベツ

（故）孝夫さんと15年前にゴルフツアーで愛媛県
と高知県を訪れたのが、思い出に残る最後の旅
行となりました

昨年の喜楽会一泊研修で「エスコンフィールド北海
道」にて撮影された写真

○
趣
味
は
何
で
す

か
？

　

昔
か
ら
旅
行
が

趣
味
で
す
。
旅
先

で
味
わ
う
土
地
な

ら
で
は
の
食
事
や
、

歴
史
を
感
じ
る
建

物
、
四
季
折
々
で

変
わ
る
自
然
の
景

色
は
、
何
度
経
験

し
て
も
新
鮮
で
心

に
深
く
残
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
旅
を

通
じ
て
新
た
な
発
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～このコーナーでは青年部活動や部員が今伝えたい事等を写真でわかり易く紹介していきます～

青年部青年部今今こそこそ

副部長　加藤　晟

　11月25日、ホテル日航ノースランド帯広において、「第50回ＪＡ十勝青年部大会」が開催されました。

　今回のテーマは「新時代～未来へ走り出す一歩」と題し、次代の農業を担う青年部員が未来に向けて新

たな挑戦を続けていくという思いが込められ、当日は担当地区によるＪＡ青年の主張大会や基調講演、農

業の魅力を30秒で伝える30秒ＣＭ発表会等の多彩なプログラムが行われました。

　基調講演では、レバンガ北海道代表取締役社長・折茂武彦氏を講師に迎え、プロバスケットボール選手

としての豊富な経験と引退後に経営者として組織を率いる現在に至るまでの歩みについてお話し頂きまし

た。挑戦し続ける事の大切さや視点を変える事で生まれる気付きなど、日々の農業に通じる内容で参加者

一同が熱心に耳を傾けていました。

　大会終了後には、節目となる50回を記念し、立食形式の懇親会が開かれ、余興のアームレスリング大会

では当ＪＡ青年部から春日井愁さん（上然別地区）、純農Ｂｏｙコンテストには瘧師敦希さん（中鹿追地区）

が出場し、大きな声援が送られる中、会場は一段と盛り上がりを見せました。

　今回の大会を通じて、青年部活動の意義を再確認すると共に、他単組とのつながりや情報交換の大切さ

を改めて感じる機会となり、今後も青年部員一人ひとりが互いに刺激を受けながら、地域農業の更なる発

展に向けて取り組む為の貴重な場となりました。

JA青年組織綱領JA青年組織綱領

アームレスリング大会アームレスリング大会
（春日井愁さん（写真左））（春日井愁さん（写真左））

基調講演基調講演

純農Boyコンテスト純農Boyコンテスト

水瓶座　1/20～2/18
【全体運】上昇運です。順を追うように整っていくので流れに任せて。周囲の言葉に耳を傾けるとチャンスをつかめます
【健康運】バランスの良い食事と運動で免疫力をアップ
【幸運を呼ぶ食べ物】キンメダイ
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～このコーナーでは学習会や懇談会、研修旅行や作品づくり等、女性部の活きいきとした活動を紹介致します～

女性部女性部きらり
☆

きらり
☆

２泊3日道外研修　～広島・宮島～
　12月２～４日に２泊３日の道外研修を部員14名参加の下、実施しました。

　今回は広島県を中心に、初日は帯広空港から羽田空港を経由して岩国空港へ移動しました。到着後は山

口県の錦帯橋を見学し、夕食では鉄板料理を堪能しました。その後、ライトアップされた広島城を見学し

ました。

　２日目は宮島を訪れ、厳島神社を参拝した後に弥山（みせん）にある、1200年以上燃え続けているとさ

れる「消えずの火」で知られる霊火堂を参拝する為、ロープウェーに乗車しました。ロープウェーからは

瀬戸内海に浮かぶ島々の美しい景色を望むことができ、下車後は雪が舞う中で山道を登り、無事に参拝を

行うことが出来ました。昼食後は宮島伝統産業会館において宮島彫り体験を行いました。紅葉の模様をカ

ーボン紙で丸盆に写し、彫刻刀で丁寧に彫り進め、最後に絵の具を叩き込むようにして彩色しました。紅

葉の配置や色合いに工夫を凝らし、それぞれ個性溢れる作品が完成しました。

　３日目は平和記念公園を訪れ、平和記念資料館で原爆投下による被害の実態についての説明を、写真や

各種資料を通して学んだ後に平和を祈念して千羽鶴を奉納し、原爆ドームを見学しました。ガイドによる

説明に言葉を失う参加者もおり、原爆の悲惨さと平和の尊さを改めて実感する貴重な機会となりました。

その後、八天堂ビレッジへ移動し、お土産や軽食として八天堂のクリームパンを購入しました。広島空港

から羽田空港を経由して無事鹿追町へ帰着し、３日間にわたる道外研修は滞りなく終了しました。

厳島神社で集合写真錦帯橋は日本三名橋の１つとして知られており、
壮大で美しい構造でした

原爆の恐ろしさや悲惨さが伝わり、戦争の恐ろ
しさを肌で感じました　

国の伝統工芸品に指定された宮島彫りを体験
しました

魚座　2/19～3/20
【全体運】望んでいた方向へと歩み出すことができるとき。決意を持って事に当たりましょう。助けになってくれる人も近くに
【健康運】肩甲骨のストレッチを。肩凝り解消にも効果あり
【幸運を呼ぶ食べ物】ミズナ
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ＪＡ役員・部課長による、新年度事業計画策定に向け

た合同検討会が開催されました。

㈱カントリーファーマーズ藤田牧場において、鹿追小

学校３年生を対象に、酪農の仕事についての説明や牛

の搾乳体験を実施しました。

今回は農業用ドローンの展示も行われ、導入を検討し

ている組合員はもちろん、家族連れで来場した子ども

達にも大人気のコーナーとなりました。

節目となる第20回組合長杯ミニバレー大会が開催さ

れ、一般の部・シニアの部ともに笹川チームが優勝を

飾りました。

提出された全5議案は、いずれも全会一致で承認され

ました。

トトピックピックスストトピックピックスス

令和７年度事業計画合同検討会令和７年度事業計画合同検討会

食育活動食育活動

第20回組合長杯ミニバレー大会第20回組合長杯ミニバレー大会

第77回通常総会第77回通常総会

１月10日１月10日

７月９日７月９日

第22回春のＪＡ整備工場フェア第22回春のＪＡ整備工場フェア

４月12日４月12日

２月19日２月19日

５月30日５月30日

青年部青年部
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曇天で肌寒い一日でしたが、多くのお客様にご来場頂

きました。

当日は天候にも恵まれ過ごしやすい一日となり、

9,000人の方にご来場頂き大盛況となりました。

厳島神社や原爆ドームなど、多くの世界遺産を有する

広島県の歴史に触れました。

関係機関職員も含め350人を超える組合員家族が

参加し、親睦の輪を広げました。

今年も多くの方々からご注文を頂き、会員一同が

感謝の気持ちを込めて協力し合いながら箱詰め作

業を行いました。

22002255

第27回Ａコープ夏まつり第27回Ａコープ夏まつり

第44回ふるさと産業まつり第44回ふるさと産業まつり

女性部道外研修女性部道外研修

７月11日７月11日

第２回組合員交流会第２回組合員交流会

８月20日８月20日

９月28日９月28日

12月２〜４日12月２〜４日

ふるさと農園じゃがいもふるさと農園じゃがいも

10月15〜17日10月15〜17日 熟年会熟年会

女性部女性部
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Ａコープ鹿追店

新春特別企画!!
１月４日（日）午前10時開店

１月４日はポイント７倍！！

新春初売り

運運
だめしだめし

コインランドリーＡコープ鹿追店
年末年始休まず営業致します
（午前５時～午後11時まで）

無料!!ガラポン抽選（惣菜コーナー前）

1,０００円分のお買物券が当たる⁉
お一人様一回限り・景品が無くなり次第終了です

●「縁起福袋」は事前予約販売とさせて頂きますので、ご希望の方は
12月31日（水）14：00迄に店頭でご予約下さい。また、予約頂いた
「縁起福袋」は、１月４日（日）に引換券と交換させて頂きます。

●歳末キャンペーンのラッキーナンバー公開抽選を１月10日（土）
　午後１時から鹿追店サービスカウンター前で行います。
　当選番号は各店に掲示致しますので、１月21日（水）迄に賞品との
交換をお願いします。

縁起福袋（100袋限定）予約販売� 税抜３,０００円

お菓子福袋（70袋限定）当日販売�税抜１,０００円
（12月20日～31日迄）

お知らせ



17

　二重枠に入った文字を、Ａ→Ｅの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？ ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
メ
レ
ン
ゲ
を
作
る
と
き
に
使
う
道
具

⑥
鍋
料
理
の
締
め
に
も
使
う
麺

⑧
晴
れ
か
な
あ
、
雨
か
な
あ

⑨
牛
、
豚
、
鶏
の
も
の
が
よ
く
流
通
し

て
い
ま
す

⑩
令
和
８
年
の
干
支
で
す

⑪
歯
ブ
ラ
シ
に
つ
け
ま
す

⑮
自
分
の
兄
弟
姉
妹
の
息
子

⑯
ダ
ル
メ
シ
ア
ン
は

模
様
の
犬
で

す
⑱
書
初
め
大
会
で

に
選
ば
れ
た

⑳
受
験
生
が
空
欄
に
書
き
込
ん
で
い
く

も
の

㉑
単
位
は
ア
ン
ペ
ア
で
す

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
正
月
に
食
べ
る
、
モ
チ
入
り
汁
物
と

い
え
ば

②
ど
ら
焼
き
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
も

の
③
お
せ
ち
料
理
の
定
番
の
一
品
。
卵
が

材
料
の
一
つ

④
交
差

、
及
第

⑤
右
手
が

、
と
い
う
人
が
多
数
派

で
す

⑦
本
を
読
み
終
え
る
こ
と

⑩
ガ
ラ
ガ
ラ
と
の
ど
を
洗
い
ま
す

⑫
旅
立
つ
人
の

に
駅
の
ホ
ー
ム
ま

で
行
っ
た

⑬
ワ
ラ
や
木
や
レ
ン
ガ
の
家
を
建
て
る

童
話
が
あ
り
ま
す

⑭
漢
字
で
書
く
と
百
足
。
足
の
多
い
生

き
物
で
す

⑰
椅
子
の
こ
と
。
ロ
ッ
キ
ン
グ

⑲
ア
ル
カ
リ
と
混
ぜ
る
と
中
和
し
ま
す

⑳
焚
く
と
よ
い
か
お
り
が
広
が
り
ま
す

　

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
引
取
り
に
な

ら
な
け
れ
ば
無
効
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す

の
で
、
お
早
目
に
お
引
取
り
下
さ
い
。

　

〈
当
選
者
〉�

（
敬
称
略
）

　

正
解
者
132
名（
応
募
総
数
138
名
）の
中

か
ら
抽
選
に
よ
り
次
の
方
々
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
手
数
で
す
が
１
月

末
日
ま
で
に
Ａ
コ
ー
プ
鹿
追
店
サ
ー
ビ

ス
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
受
取
り
下
さ
い
。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ボ タ ン ナ ベ
でした。〈

12
月
の
正
解
〉

〈
応
募
方
法
〉

　

別
紙
の
解
答
用
紙
に
答
え
を
記
入
し
、

Ｊ
Ａ
鹿
追
町
経
営
課
、
金
融
店
舗
、
Ａ

コ
ー
プ
鹿
追
店
、
ホ
ク
レ
ン
鹿
追
給
油

所
、
瓜
幕
事
業
所
、
東
瓜
幕
事
業
所
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
応
募
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
投

函
し
て
下
さ
い
。
応
募
の
締
め
切
り
は

１
月
10
日
で
す
の
で
、
以
降
は
無
効
と

な
り
ま
す
。

　

毎
月
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り

20
名
の
方
に
Ａ
コ
ー
プ
商
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

　

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
商
品
は
、「
エ
バ

ラ
横
濱
舶
来
亭
カ
レ
ー
フ
レ
ー
ク
中
辛
」

で
す
。
多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

西
町
２
丁
目　

斉　

藤　

政　

市

泉
町
１
丁
目　

石　

田　

公　

子

東　

瓜　

幕　

佐　

藤　

律　

子

泉
町
２
丁
目　

堀　

越　

幸　

夫

緑
町
１
丁
目　

萩　

尾　

則　

子

新
町
２
丁
目　

佐
々
木　

咲　

子

泉
町
２
丁
目　

木　

俣　

君　

子

下　

鹿　

追　

八　

巻　

な
み
子

緑
町
２
丁
目　

郡　

谷　

幸　

江

泉
町
２
丁
目　

福　

原　

尋　

義

上　

幌　

内　

田　

原　
　
　

旭

西
町
２
丁
目　

江　

渕　

恵
美
子

泉
町
２
丁
目　

笠　

間　

千
鶴
子

泉
町
２
丁
目　

藤　

田　

ハ
ル
子

泉
町
２
丁
目　

箱　

﨑　

友
有
子

緑
町
１
丁
目　

廣　

瀬　

智
歌
子

幌　
　
　

内　

森　
　
　

一　

子

泉
町
３
丁
目　

伊　

藤　

み
つ
子

緑
町
２
丁
目　

本　

郷　

恵　

子

瓜　
　
　

幕　

大　

仲　
　
　

望

〔493回〕

〈今月の抽選者は私です〉

泉町３丁目　瘧
ぎゃくし

師 凛
り

月
つ

くん（４歳）
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Ｊ
Ａ
鹿
追
町
No.
592

（
発
行
所
）　

鹿
追
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　

 　

〒
０
８
１

－

０
２
９
３ 

河
東
郡
鹿
追
町
新
町
４
丁
目
51
番
地

　
　
　
　

 　

☎
㈹
（
０
１
５
６
）
６
６

－

２
１
３
１

（
発
行
日
）　

令
和
７
年
12
月
25
日

①大根は１㎝角程度の角切りにする。
②ポリ袋に①と塩を入れて軽く揉みこみ、10分程度
置く。

　しんなりしたら、さっと水洗いをして水気を切る。
③ザーサイは粗みじん切りにする。
④フライパンにごま油を熱し、②の大根を炒める。
　油が回ったら　ご飯とザーサイを加えて炒め合わ
せる。

⑤鶏ガラスープの素で味を調えたら器に盛り、白い
りごまを振る。

作り方

大根とザーサイの
中華ご飯

奥田
陽子

奥田
陽子さんのさんのオススメ

オススメ

材　料

大根…………………150g

塩……………………少々

ザーサイ……１瓶（100g）

ご飯………………２合分

白いりごま……小さじ１

ごま油…………大さじ１

鶏ガラスープの素

　　　…………小さじ２

5 1

6 2

7 3

8 4

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
農
家
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
や
地
域
の
方
々

に
農
家
の
日
常
あ
る
あ
る
と
し
て
、
苦
労
や
楽
し
さ
、
魅
力
を
「
８
コ

マ
漫
画
」
で
お
伝
え
し
、
様
々
な
日
常
の
出
来
事
を
掲
載
し
て
い
く
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

農
家
農
家
のの
日
常
日
常
ああ
るる
ああ
るる

畑
作
編
～
除
草
作
業
中
の
厄
介
な
存
在
～

～
除
草
作
業
中
の
厄
介
な
存
在
～

※「ほー」とは、
　草刈り用の道具


